







































































K 女 50′ /ヽ59歳 33年 10年 0
教員養成系学部
その他
F 女 30～ 39歳 4年 2年 2年 他大学部 (英語)
女 50′-59歳 35年 12年 1年 教員養成系学部その他
Y 女 30′ヽ́39歳 13年 8年 0
教員養成系学部
非家庭科の専門















































図 1は 対象者 5名が問題
点 と考 え る内容 をネ ッ ト
ワーク化 したものである。
出現パ ターンが似た もの








また,弱い,乏 しい,厳 しい,難 しいなどの形容詞が目立つのが特徴である。
文章の中で大 きな意味をもつ単語をスコアの高い単語 として,その値に応 じ
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図4 面接者 Kの ワー ドクラウ ド
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資質                 技能
・コミュニケーション能力がある     。実技に対する基礎 0基本の理解
・家庭科の本質 。意義の理解       ・ミシンを扱 う技術









図5 面接者 Fのワー ドクラウド
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資質                  知識
0人 間力と授業力を備えている      ・児童の意欲を育てる授業ができる知識
・学びながら成長する謙虚さがある    。アクテイブ・ラーニングの授業展開が
・興味・関心をもって取 り組む姿勢がある  できる
。指導力,把握力がある         ・原理,基礎が理解できる
0教材研究,教具の研究を行う力
経験値                 ・衣食住の基本的知識がある
生活経験が豊かである
生活経験が授業に生きるだけの経験値











































学び (で きる,感 じる,つ ける)に影響を与える
家庭科の指導にあたって,次のような力を育成する必要があることを指摘し
ている。
資質                  技能
。家庭科は人間力が求められる      。基礎 0基本が身についている
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面接者 Hさ んのワー ドクラ
ウドを図 8に示す。













資質                  技能
・児童 目線での洞察力          ・情報を的確に選択する能力
0児童にとっての課題を見出す力     ・情報を見える化 し、提供できる
。児童の様子を把握する力        ・児童の発達段階の理解
。児童の理解力を見分ける力       ・実態にあうワークシー ト作成
・安全面の大切さが理解でき、指導する力
・児童の実態にあった課題を把握 し、授  経験値
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男 児 童 053























































































































































































家庭科 058 一 人 07



























































































































































「Learn for Life2018(第 1回東京国際教育)祭」における基調講演 平成 30
年 3月 26、 27日
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論 文 要 旨




Aimed to examine and understand this research, as well as to clarify the
challenges elementary school home economics teachers have sought Home
Economics Faculty, at the University of Economics Faculty training and hopefully
better.
As a result as the cause of the problem along with a reduction of teaching hours
and the busy teachers, teachers, such as the purpose and aim of the home
economics, learning, practice leadership qualities and skills shortage problem
has become became clear.
Heading problem from the improvement of teaching skills and improve the value
of life experience, living in as a specific education for home economics, based
on semistructured data problem events, to establish, and then consider how
to solve, plan, practice, I think by P D S cycle evaluation and improvement to
ingenuity to improve the further life of force and live feed for teacher kaining is
required.
